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＊　日産化学工業株式会社

ドバイを訪問して
篠田　祐樹 *

　ドバイと聞いて皆さん何を思い浮かべますでしょう
か ? アラブ、砂漠の国、石油、そしてあの 828 メートル、
160 階のブルジュ・カリファに代表される近未来都市
を思い出されることと思います。ほぼ当たっていま
すが、意外に思われるのは石油産地が多い中東諸国に
あってアラブ首長国連邦のひとつの首長国であるドバ
イの現在の石油依存率は 2％程度に過ぎず、貿易と金
融が主たる産業となっている点でしょうか。2008 年
のリーマンショック、2009 年のいわゆるドバイショッ
クは少なからずドバイの経済に影響はありましたが、
その後はすっかり立ち直って益々その規模を拡大させ

ています。
　さて、今更かもしれませんがドバイについて少しお
さらいしてみたいと思います。ドバイはアラブ首長国
連邦を構成する首長国のひとつで、アラビア半島の
ペルシア湾の沿岸に位置する都市です。人口は 210 万

（2013 年）ですが、あくまで登録上の数字であり実際
の人口はこの数字よりかなり少ないと言われているよ
うです。中東屈指の国際都市であると同時に世界の金
融センターであり、ここ 20 ～ 30 年で超高層ビル、巨
大ショッピングモール、数多くのテーマパークが次々
と造られて世界でも屈指の観光都市となっています。
　ドバイの交通に目を移しますと、貿易港としては人
工港ジェベル・アリーと、1960 年に開港してエミレー
ツ航空の国際ハブ空港で 24 時間空港であるドバイ国
際空港をまずは挙げなければならないでしょう。2014
年には国際線の旅客数で、英ロンドンのヒースロー
空港を抜いて世界一となっており、ますます発展して
います。一方で市民の足となる都市交通ですが、公共
の交通手段としてバスはあるもののあまり便はいいと
は言えず、車なくしては生活が成り立たないと言って
いいほどではないでしょうか？そのため朝夕の渋滞は
かなり激しいようです。車以外の公共の交通手段はバ
スとタクシーしかありませんでしたが、最近ではタク
シー依存から脱するべく、マストランジットの整備も
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始まり、モノレールタイプのドイメトロが運転を開始
しています。 最も利用率は決して高くはないようで
すが。 
　筆者自身のドバイの経験に移りますと、2006 年に
初めての訪問以来都合 10 回以上訪れており、ここ数
年は年に２回、６月と 12 月に足を運んでドバイの変
化も目の当たりにしてきました。それにしても 2006
年に初めてのその地を踏んだときの衝撃、驚きはかな
り強烈なものでした。しかし、この 10 年間を振り返
ると、前記のドバイショックで一時的な停滞はあり
ましたが、その発展、増殖は留まることを知りませ
ん。私的な見方ですが、ドバイの繁栄は 2009 年のド
バイショック以前よりまさに今が最高潮の状態ではな
いかと思います。なにゆえか？粉体塗料関連業界に身
を置くものとして、やはり目が行く対象には巨大なビ
ル、ショッピングモール等の建築ラッシュがあります。
2009 年以前も当時世界の高層建築用の重機の 80％が
ドバイにあると言われていましたが、高層ビル建築サ
イトの数は前回訪問の 2015 年６月の方が圧倒的に多
い印象を受けました。分かりやすく言いますと、ドバ
イの開発が進む地区に立って周囲を 360 度見回すと高
層ビルの建築サイトが数えきれないくらい次々と目に
入って来るのです。 この街の底知れないパワーを感
じずにはいられません。
　他にはドバイを構成している民族の多様性ではない
でしょうか。意外に思われるかもしれませんが、ド
バイの民族構成で最大の人口を誇るのはインド人で、
2013 年データによると 53％を占めています。インド
人はドバイのみならず、中東各国で経済の中心的役割
を果たしています。アラブ首長国国籍人は 17％に過
ぎません。パキスタン、バングラデッシュは建設関係
の労働者が多くなっています（表１参照）。
　ブルジュ・カリファの眼下には巨大ショッピング
モールドバイモールと人工池があり、ラスベガスのホ
テルべラジオの音楽に合わせて噴水が躍るショーのさ
らに規模の大きいものが楽しめます。
　だいぶ前の映画ですが、ブラットピットのオーシャ
ンズ 11 でフィーチャーされていましたね。映画と言

インド人 53％
アラブ首長国国籍 17％
パキスタン人 3.3％
バングラデシュ人 7.5％
フィリピン人 2.5％
スリランカ人 1.5％
その他 6％

表１　民族構成（2013年）（出展：Wiki）

えば数年前のトム クルーズのミッションインポッシ
ブルでブルジュ・カリファが舞台になっていました。
　もう一つドバイで忘れてならないのはその気候、気
温です。筆者は一番暑い、５～７月、そして一番涼し
い 11 月～２月に訪れていますが、夏の暑さは言うま
でもないことで、気温が 50 度に達することもありま
す。数分外で太陽光を浴びるだけでまさにオーブンの
中か、フライパンの上にいるようです。一方で 11 月
～２月のドバイは昼間でも気温は 24 ～ 28 度と意外に
過ごしやすい季節です。雨はほとんど降りませんが、
それでも雨季と言われる時期はかなり湿度は高く、乾
燥した砂漠のイメージとはかけ離れたシメジメした気
候です。
　他にもドバイと言えばというものがまだあります。
そうあのブラッドピット、アンジェ－ナ ジョリー夫
妻も所有しているという世界地図を再現した人工島と
パームと呼ばれるパームツリーの形の人工島です。ド
バイショック後開発が遅れたようですが、開発は続い
ているようです。２つあるうちのパームの１つの先端
にはカリブ海バハマのリゾートホテル、アトランティ
スと全く同じホテルがあります。昔日本の千葉船橋に
あったものと同様のスキードームもあります。ドバ
イではありませんが隣の首長国アブダビには F1 サー
キット、スーパーカー、F1 のフェラーリのテーマパー
クもあります。さらにドバイランドを含む数多くの
テーマパークの誘致話はありますが一部中断あるいは
中止になったものをあるようです。
　そう、忘れてならないのはイスラム教国である点で
したね。お隣のイスラムの宗主国サウジアラにおいて
は 100％アルコールは禁止ですし、ホテルでもどこで
も飲酒はできないのに対し、ドバイでは外国人向けの
高級ホテル等では普通にアルコールを楽しむことがで
きます。酒税は結構高いですが。あと、イスラムでは
不浄といわれる豚肉を供する店もあるくらい柔軟で
す。他の中東圏のイスラム国ではトルコやエジプトも
程度は異なりますが同様に柔軟です。
　すっかり観光案内のようになってしまいましたが、
今一度粉体塗料周辺に目を戻してみましょう。前記の
通り、ドバイを含め中東では厳しい気候がゆえに屋外
用途ではかなり高性能な耐候性が要求されます。一方
で家電用途、一般産業用途は思いの外少ないのが特徴
です。そのため、他のエリアと比べると格段に TGIC
ポリエステル系が多く、50％からメーカーによっては
最大 70％にまでを占めるケースもあります。
　世界の平均が 20％ということを考えるとかなり特
徴的な市場です。数多くの巨大プロジェクト、高層建
築群を見ると頷けるものがあります。今後も建築用途
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が増えることが予想され、粉体塗料の活躍の場は益々
増えることが予想され大変楽しみな市場かと思いま
す。ここだけの話ですが、ドバイ直行便を飛ばしてい
るエミレーツ航空や、隣のアブダビに直行便を就航し
ているエチハド航空はもちろん時期と条件によります
が、５万から７万円程度で往復チケットが購入できま
す。最もホテルと食事代が欧米よりもむしろ高いので
トータルのコストは高くなるかもしれませんが、この
金額で経験できるとすれば一度この未来都市を覗いて
みるのも面白いかもしれません。
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粉体塗装、粉体塗料の関連報文、公開特許から見る

技術動向（2015年前半）
日本パウダーコーティング協同組合　事務局

　2015 年度の粉体塗装研究会セミナー（第 1 回～ 3 回）
に於いて「粉体塗装」Volume41（No.1，No.2，No.3）
で紹介された粉体塗装、粉体塗料関連の世界最新情
報（14 年 11 月～ 15 年 4 月発行分）は 62 件であった。
また同時に紹介された公開特許情報（14 年 11 月～ 15
年 4 月）は 14 件であり、その内訳は塗装関連 11 件、
塗料関連４件であった。なお同時期に特許化し特許公
報されたものは９件（塗装７件、塗料２件）であった。
　紹介された報文要約をもとに内容を５分野に分類
し、塗装現場で役立つ情報の提供を念頭に報文を選定、
サマリー化し記載した。

１．世界の最新情報（報文）の内容調査と分類
　62 報文につき 内容別の分類、発表先（国別）など
で区分し表１に記した。
　今回掲載された内外 62 報文の内訳を整理すると以
下のようになる。

（1）	62 件中の国内発表が 34 件と 50％強を占める。中
でも塗料・原料及び粉体塗装・被塗物が各９件と
比較的多く、技術総論（７件）、基本研究（６件）
と続く。外国ではオランダ・ドイツがともに８件
と多く、イギリス（６件）、アメリカ（５件）となっ
ている。

（2）	塗装機・設備関係の報文は他の分類に比べて少な
いが、新しい塗装機やシステムが紹介されている。

（3）	粉体塗装例は高圧ガス容器や建築外装関係、道路
工事関係でいくつか紹介されている。

（4）	塗料関連はふっ素樹脂粉体塗料、二層分離型ふっ
素樹脂粉体塗料、ドライブレンド粉体塗料などに
ついて紹介されている。

（5）	基本研究や技術総論的内容については、ふっ素樹
脂塗料系の耐候性評価関係（３件）、その他耐久
性評価に関するもの（５件）と試験評価に関する
ものが多い。

２．塗装現場で役立つ報文の紹介
　2.1　粉体塗装の被塗物・塗装現場関連
1）	塗料，塗装技術革新の私的見解　高圧ガス容器の

粉体塗装への道程　白砂伸之（大静高圧）塗装技
術　Vol.53, No.9, Page76-79（2014.08.01）

	 高圧ガス容器（ボンベ）の高圧ガス保安法による
再検査時、問題なければ最後に再塗装して返却す
る。この時、剥離性を考慮したボンベ用粉体塗料
が発売され、塗装法を粉体塗装に切り替えた時の
メリットを述べている。

2）製薬業のための RLT は多様な解決策が必要とな
る　清潔さだけでは十分でない　SAUTER Robert 
Kaelte Klimatech Vol.67, No.6, Page.46, 48（2014.06）
ドイツ

	 製薬業に空気調和技術（RLT）を導入する際の留
意点について実例解説している。一つは微生物の
増殖防止の装置に特殊な粉体塗装を実施。また製
造工程でアルコールを使用するのでその防爆のた
め、アースと共に静電気発生を抑止する特殊な粉
体塗装をしたとある。

3）京都八百一本館　荒井康昭（KAJIMA DESIGN）、
三 輪 敦（ 鹿 島 建 設 ）　 新 建 築　Vol.90, No.1, 
Page.182-189, 216-217（2015.01.01）

	 京都市の中心部にある「農業・流通・食」を伝え
る農業振興の都市農場に歴史的な街並みを尊重す
る中で、スチールに錆色の粒出し粉体塗装を施し
たとある。

4）東日本旅客鉄道株式会社　新潟支社　設備部の役
割　中島亮一「JR 東日本」　鉄道界　Vol.55, No.12, 
Page.102-109（2014.12.10）

	 JR 東日本新潟支社設備部が安心して利用できる鉄
道ネットワークを構築するための具体的取組みの
紹介の中で、電力部門では耐塩吊架線や粉体塗装ブ
ラケットを導入して長寿命化を図っているとある。

表１　報文の分類結果

隔号掲載

日本 米国 英国 蘭国 独国 スイス 合計
Ⅰ基本研究 6 1 1 4 1 13
Ⅱ粉体塗装 ･ 被塗物 9 1 4 14
Ⅲ塗装機 ･ 装置 3 3
Ⅳ塗料 ･ 原料 ･ 処理 9 3 4 4 3 1 24
Ⅴ技術総論 7 1 8
合計 34 5 6 8 8 1 62
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5）	沖縄における観光客 1000 万人時代のインフラ整
備　施工事例　PC 建協の取組みと一般国道 331 号
豊見城道路・糸満道路工事の紹介　桑原安男（プ
レストレスト・コンクリート建設業協）　土木施工　
Vol.55, No.11, Page.148-151,1-3（2014.10.22）

	 標記国道区間の PC 橋工事における取組みの中で下
記のような施行例が述べられている。

	 ・海上橋の塩害対策として、支承部や接合ボルト頭
部へ SG メッキに加えナイロン 12 を粉体塗装（PS
三菱）・耐久性向上対策・塩害対策として、エポキ
シ樹脂塗装鉄筋の採用（川田建設、三井住友建設）

6）	アルミカーテンウォール外装材における表面仕上
げの変遷　野平修（鹿島建設）　アルミプロダクツ　
Vo.27, No.4, Page.7-12（2014.10.15）

	 高耐候性ポリエステル粉体塗装及び超耐候フッ素
樹脂ハイブリッド粉体塗装の紹介。その中で、日
本における仙台一番町計画等の施工実績や超耐候
フッ素樹脂ハイブリッド粉体塗装に関する位置づ
けと考慮すべき点等について述べている。

　2.2　塗装機設備関連
1）	作業性が向上した新型粉体塗装装置　GX8500αβ シ

リーズ、短時間色替えブース　村井浩樹（日本パー
カライジング）　パウダーコーティング　Vol.14, 
No.4, Page.81-83（2014.10.15）他に関連として塗装
技術　Vol.53, No.12, Page.87-91（2014.10.24）

	 作業性が向上した新型静電粉体塗装機　GX8500αβ
シリーズ及び 40％削減した短時間色替え塗装ブー
ス等について解説している。

2）	アメリカより粉体スプレーガン、塗装設備、ロボッ
トとの組合せについて３文献

	 ① 粉 体 ス プ レ ー ガ ン　KNOBBE Alan 
J.（NORDSON COAP.,OHIO） Met Finish Vol.111, 
No.7 Page.219-222（2013）

	 粉体塗装に用いられるスプレーガンについて記し
ている。

	 ②粉体塗装設備　LIBERTO Nicholas P.（POWDER 
COATING CONSULTANTS DIV.OF NINAN INC., 
CONN.）MET Finish Vo.111, No.7, Page.208-218

（2013）
	 粉体塗装において使用される装置類について記し

ている。
	 ③ロボットによる粉体塗装と緻密相技術－先進技

術 の 重 要 な 組 合 せ　BINDER John（NORDSON 
COAP., OHIO） Met Finish Vol11, No.7, Page.10-164

（2013）
	 塗装専用ロボットについて述べた後、これら先進

技術の完全な融合によるメリットについて記して
いる。

　2.3　その他全般
1）	アルミニウム合金材料に対する塗装品質の確保と

環境への配慮　第９回　二層分離型ふっ素樹脂粉
体塗料パウダーフロン SELA の開発　渡部直康（大
日本塗料）塗装技術　Vol.53 No.10, Page.122-127

（2014.09.01）

	 他関係資料　①ポリエステルとふっ素樹脂からな
る混合粉体塗膜の耐候性評価　北川　将司（大日
本塗料）　DNT コティング技報　No.14, Page.14-19 

（2014.10.10） 
	 ② 2015 年環境技術のすべて　Ⅳ．塗料と環境技

術　ポリエステルとふっ素樹脂からなる混合粉体
塗膜の耐候性評価　北川将司（大日本塗料） JETI 
VOL.62 No.14, Page.82-86（2014.12.26） 

	 金属外装建材分野でのアルミニウム合金材料の表
面仕上げに、環境問題の観点から特性の異なる樹
脂を混合させた二層分離型ふっ素樹脂粉体塗料「パ
ウダーフロンSELA」の開発及びその塗膜性能報告。
北川氏はその耐候性評価について報告している。

2）	アルミニウム合金材料に対する塗装品質の確保と
環境への配慮　第 14 回　地球環境負荷が少ない熱
硬化型ふっ素樹脂粉体塗料　齋藤俊、江畑志郎（旭
硝子化学品カンパニー）　塗装技術　Vol.54, No.2, 
Page.119-126（2015.02.01）

	 熱硬化型ふっ素粉体塗料は耐候性に優れ、長期間
塗り替える必要がない。既存樹脂と比較して遜色
ない塗膜物性が得られており、同等かそれ以上の
性能が発揮できるとある。併せて低汚染性も持つ
とある。

3）	アルミニウム合金材料に対する塗装品質の確保と
環境への配慮　第 13 回　ドライブレンド粉体塗料
ビリューシア アルティカラーについて　浅見祐寿

（日本ペイント）塗装技術　Vol.54, No.1, Page.145-
151（2015.01.01）

	 粉体ドライブレンド調色システムの開発により、
少量多品種や短納期にも対応できる小口短納期粉
体塗料として「ビリューシアアルティ－カラー」
の紹介をしている。

３．まとめ
　ウクライナ問題、中東問題、ギリシャ問題、更には
大国中国の不況問題も取りざたされてきている中、日
本もアベノミクス効果が薄れて来て決して良い状況と
は言えないのが実情である。このような中、塗料では
ふっ素粉体塗料の開発、粉体ブレンド調色システムの
開発の紹介があり、塗装機械で短時間色替えブースや
作業性向上の塗装機が紹介されている。
　昨年（暦年）はアベノミクス効果によるものか粉体
塗料の生産量は約 3.8 万トンと過去最大であったが、
今年に入ると１－６月で約 79％と大幅にダウンして
いる。ただ、塗料販売量は約 98％と好況だった昨年
より若干ダウンした程度である。海外品の輸入による
ものか過剰在庫によるものはたまた統計ミスによるも
のか今しばらく様子を見る必要がある。
　塗装機械については、平成 26 年は 25 年に比べ国内
は約 88％とダウン、海外は 241％と大幅アップとで全
体としては 133％でかなりのアップであった。
　国内だけを見ると塗料、塗装機共に今年はちょっと
心配な一年である。
　このような状況を打破するために粉体関係者の
益々の技術活動に期待する次第です。
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